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全体は，第 l 部と第 2 部からなる。第 1 部では， rファウスト』分析の前段階として，本論文で扱う「バ
ロック」の基本的特徴を提示するとともに，ゲーテとバロックとの事実的な「関わり」についても言及




論文後半の第 2 部では， rファウスト』を分析対象として，そのバロック的特質について検討を加え
る。第 4 章では第一部を，第 5 章では第二部第一幕，第 6 章では第二部第四幕を取り上げ，バロック文
学のモチーフや表現技法と突き合わせて分析を試みる。最後の「結論」では 各分析によって得られた
結果を総括しながら 本論文の王張を明確化する。
第 1 部 ゲーテとバロック文学との「関わり」



























リアンの銅版画付き聖書 (1630) (以下， Iメーリアン聖書J) ，ゴットフリートの『歴史年代記j (11630) , 
コメーニウスの『世界図絵J (1 1658) なと守バロック期の宗教観・世界観を反映する著作に接していた。
そこではぐくまれた「神なる自然 (Gott-Natur) J への畏敬の念が，終生ゲーテの思考を規定したと，
波田は主張している。ゴットフリートの『歴史年代記J や『歴史双書テアトルム・オイロぺウム』




















第 2 章 「バロック」概観
「バロック」の語源に定説はないが，有力な説として，不規則な形をした真珠を意味するポルトガル
語の barroco に由来するという説と，煩雑でわざとらしい論弁的な論証を意味する barocco 説の二つが
ある。いずれにせよ， 18世紀にはすでに庇下的な意味で使われ定着していたこの様式概念は， しかし
ブルクハルトの『チチェローネj (1855) やヴェルフリンの『美術史の基礎概念j (1915) を通じて， Iル
ネサンス」と並ぶ重要な芸術様式を指示するものとして受け入れられるようになる。この概念を文学に


































































第 2 部 『ファウス卜』分析
第 4 章 第一部「ワルプルギスの夜の夢J における政治家たちの場面
『ファウスト』のバロック性は，これまで主に第二部において指摘されることが多く，第一部につい
てはあまり議論されることがなかった。本章では「ワルプルギスの夜の夢」に注目するが，この場面は
もともとシラーの U798年詩神年鑑J のために書かれたものである。『年鑑J には結局掲載されなかっ


























































































すなわち人聞社会における「秩序 (Ordo) J の欠落というモチーフに着目すると同時に，第四幕の最後
に位置するアレクサンドリーナー詩型を用いた場面を分析し 第四幕において「バロック性」がどのよ
うに現れているかを解明する。
































































の大作である戯曲『ファウスト j (1808，1833) 中のモチーフや表現技法には，バロック文学を構成する
要素と密接に関連する特徴が見出される。テキストの仔細な検討を通じて，表面的な言辞とは裏腹な両
者の内的関連を明らかにすることが，本論文の目的である。
論文第 l 部は，先行研究の検討と「バロック j 概念の考察にあてられる。まず第 l 章では， R. アレ
ヴインや波田節夫による研究について，その先見性が評価されると同時に，テキストの具体的検討が手
薄でバロック概念にも暖昧さの残る点が批判される。そこで第 2 章では， Iバロック」の基本的特徴に
ついて詳しい検討が試みられる。論者によれば， Iヴアニタス J I宮廷J I祝祭」といった主要モチーフや，
表現形式としての「エンプレム J (寓意画)の根底には，戦乱と動揺の時代の中で自らが立脚する位置
を見定めようとする「自己確認」的な欲求が存在する。これが同様に危機の時代を生きたゲーテを触発
したというのが，本論文の基本仮説である。第 3 章では， 18世紀の文学理論およびゲーテ自身における
「ノ tロック」評価の問題が扱われる。例えば「アレゴリー」をめぐるゲーテの理論的言辞と実作面での
態度の聞に矛盾が存在することの指摘は バロックの影響を考える上での重要な着眼である。
論文後半の第 2 部は， rファウスト』のテキスト分析が中心となる。第 4 章では，作品第一部の本筋
である「学者悲劇」および「グレートヒェン悲劇」と，挿話的にはめ込まれた「ワルプルギスの夜の夢」
の政治風刺とが，バロック的「エンプレム」における描出と解釈の関係になっていることが指摘される。





ると解釈する。第 2 部で分析された場面はいずれも 作品中の位置づけが見えにくい「爽雑」的な場面
であるが，これらが作品の自己確認・自己言及的な性格を解読する鍵を与え， rファウスト J 全体のバ
ロック・アレゴリー的な構造を暗示しているというのが，論者の主張である。
本論文は，自らが生きた危機の時代を文学的に形象化するにあたって 幼少期から親しんでいたバ
ロック文学のモチーフや手法の有効性をゲーテが再発見し利用したという仮説を， rファウスト J のテ
キストにそくして丹念に検証しようと試みている。詩人の表面的な言辞にとらわれることなく，ゲーテ
文学の伝統性と革新性を再評価しようとするその議論はきわめて興味深く，今後の研究に強いインパク
トを与えるものである。
よって，本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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